
島根県作業療法学会 演題査読規程 

 

Ⅰ．査読者 

1. １演題に対して主査 1名、副査 2名の査読委員とする。 

2. 著者名は査読者に非公開にする。 

3. 査読者名は著者に非公開にする。 

4. 演題査読規程、査読委員名はホームページ等で公開する。 

5. 掲載の可否は、査読委員 3 名の査読結果を査読判定基準によって判断し理由と共に、

著者に報告する。ただし、A査読者が無修正で掲載可とし、B査読者が修正後再査読と

いう型で、評価が別れた場合には、主査に委ねる。 

6. 著者への演題修正の依頼は学術部が行う。 

Ⅱ．期間 

査読期間  ：1週間～2週間 

修正期間  ：1週間 

再査読期間：1週間 

Ⅲ．各審査項目の判断基準について 

1. 演題内容に関わる倫理的事項が遵守されている 

→ 対象者の同意を得たことが記載されている。 

不当な方法や強制などの方法による研究、報告でないこと。 

2. 論文構成や表現などが適切である。 

→ 「はじめに」「目的」「方法」「考察」「まとめ」など、構成が発表内容に適したもの

であること。 

3. テーマや内容に創造性や独自性があり、作業療法の発展に貢献すると判断される。 

→ この発表を他の参加者が聞いて有効であること。 

目的が適切であり、その目的が倫理的プロセスを踏んで達成されている。 

4. 方法・器具等が具体的に記載されている 

5. 本学会の「演題募集要項」が遵守できている。 

→誤字・脱字はないか、文字数、余白、フォントの誤りがないか 

Ⅳ．査読最終判定基準について 

査読者３名の査読結果を原則、下記の基準をもとに判断し報告します。 

1. 査読者２名が無修正で掲載可⇒無修正で掲載可 

2. 査読者２名が修正後掲載可⇒修正後掲載可 

3. 査読者２名が修正後再査読⇒修正後再査読 

4. 個人情報の取り扱い、倫理的事項が遵守されていない⇒不十分⇒修正後再査読 

 

 



 

第  回 島根県作業療法学会 

演題査読結果記入用紙 

演題査読者：  

査読者区分： 主査   副査 

担当演題名： 

演題受取日：平成  年   月   日 

項目別審査：該当する箇所に☑をご記入ください。 

 

審査項目 

判定

十分 一部不十分 不十分 

①個人情報の取り扱い、倫理的事項が遵守されている ☐ ☐ ☐ 

②構成、表現などが適切である ☐ ☐ ☐ 

③テーマや内容に創造性や独創性があり、作業療法の

発展に貢献すると判断される 

☐ ☐ ☐ 

④方法、器具等が具体的に記載されている ☐ ☐ ☐ 

⑤演題募集要項が遵守されている ☐ ☐ ☐ 

 

５．結果：「無修正で掲載可」、「修正後掲載可」、「修正後再査読」のいずれかに☑を記入し、

「修正後掲載可」、「修正後再査読」の場合はその理由を必ずご記入ください。 

無修正で掲載可 ☐ 

修正後掲載可 ☐ 

修正後再査読 ☐ 

 

「修正後掲載可」、「修正後再査読」の理由を 200字程度で必ずご記入ください 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました  

この記入用紙のみ返信してください。 

 

 

 

 



 

第  回島根県作業療法学会 

演題査読結果報告書 

著 者 名： 

演 題 名： 

結果報告日：平成  年   月   日 

 

 

貴殿の演題原稿を一般社団法人 島根県作業療法士会の査読基準に基づき査読をいたしま

したので、ご報告いたします。 

 

 

 

無修正で掲載可 ☐ 

修正後掲載可 ☐ 

修正後再査読 ☐ 

 

 

査読結果に基づきご対応よろしくお願いします。 

 

「無修正で掲載可」と判定された場合は対応の必要ありません。 

「修正後掲載可」と判定された場合は修正済みの演題原稿をお送りください。 

「修正後再査読」と判定された場合は修正済みの演題原稿をお送りください。再査読をい

たします。 

締め切りまでに修正済み原稿を抄録担当者にメールでお送りください。 


